
竜天沓石コミュニティー協議会活動内容（１/２）

やま活風景（その1）

発酵メンマづくり体験の様子

やま活風景（その２） 竹炭づくり体験の様子

地域高齢者からの「炭づくりを復興したい」という願いを実現するた
めに、竹炭づくりの体験会を開催しました。

竹林の荒廃を防ぐための活動として
メンマづくりにチャレンジしました。

作成したメンマづくりのレポート

竜天沓石コミュニティー協議会では里山保全活動にも力を注いでいます。
森林や竹林の荒廃が進んでおり、山林を活かすための取り組みとして山
を活かす会（やま活）を開催しています。



竜天沓石コミュニティー協議会活動内容（２/２）

地域づくり青年会議の打合せ風景

青年らで地域存続のための対策
について打合せを重ねています。

出張カフェの開催風景

沓石地区の住民らの通いの場として出張カフェを開催しました
※地域づくり団体が公民館を回ってカフェを開催する活動です

熱中症対策として住民の協力（寄付）
でエアコンを設置しました。

※モニターはにぼり村まちづくり協議会から貸借

出張カフェ

青年会議
高齢者にはモニターが
小さいとの声も

竜天沓石コミュニティー協議会では通いの場づくりに取り組んでいます。
住民が通いやすい環境づくりに力を入れており、住民同士が協力して、
施設の備品の拡充にも取り組みました。

デジタルコミュニティ活動風景

勉強会やパソコン教室等の様々
な活動を行っています。

※設備の都合上開催場所が異なる場合があります。

デジタルコミュニティ活動



今後の活動展望（にぼり村コミュニティ活動）

山を活かす会（やま活）

竹、枝などの
未利用有機資源

やま活は住民の日常的な地域保全行動をコミュニティ活動として推進し、
地域環境の維持につなげていく取り組みです。

燃えるゴミ

メンマ・きのこ チップ・堆肥 炭・竹酢液

有効活用

通常は
CO2排出
（燃料×森林資
源の浪費）
資源のごみ化

花と野菜の土 環境保全資材

自然を活かし保全する
コミュニティ活動の実践

エコ住民菜園

沓石花街道 資源循環

森林活用

これまでの活動を今後どのように展開していくのかをまとめてみました。

令和6年度

地域防災活動

南海トラフ地震臨時情報が発表され、災害の危険性が増しています。
地域ごとに災害に対する備えが異なり、当地域でも防災・減災のための
組織づくり（消防団と連携した自主防災組織の設置）や防災計画を独自
に作っていく必要があると考えています。

住民活動も地域資源と考え
地域保全慈善活動に参加しや
すい活動環境を整えます。

施設の課題

消防団機庫が老朽化しており、
地域防災の拠点となるべき施設
の更新時期が近づいています。
災害時に避難所設置や指揮所等
の設営がしやすい施設を整えて
いく必要があるといえます。

山間部では土砂災害
が問題になるため、
倒木対策等の面でも
「やま活」は防災効果
を高めるためにも必
要な活動と言えます。

やま活の防災効果

水田までの通路が
倒木で防がれている
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